
（
２
）学
校
再
編
の
年
次
計
画

　
学
校
再
編
に
お
け
る
小
中
連
携
お
よ
び
小
中
一

貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、図
の
年
次
計
画
に

沿
っ
て
進
め
ま
す
。な
お
、計
画
年
度
内
に
検
証
体

制
を
構
築
し
、計
画
終
了
後
も
検
証
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

２ 

開
校
準
備
委
員
会（
仮
称
）な
ど
の
設
置

　
西
部
地
区・東
部
地
区
に
お
け
る
小
中
一
貫
校

の
開
校
準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、保
護
者
、地

域
の
代
表
者
、学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」を
設
置
し
、そ
の
下
部
組

織
と
し
て
専
門
部
会
を
設
け
、行
政
と
の
連
携
の

中
で
諸
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。　

　
ま
た
、開
校
後
は「
開
校
検
証
委
員
会(

仮
称)

」

を
設
置
し
、小
中
一
貫
校
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

３ 

学
校
再
編
に
向
け
て
配
慮
す
べ
き
事
項

（
１
）通
学
支
援
に
つ
い
て

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
い
、遠
距
離
通
学
と
な
る
こ
と

か
ら
、児
童
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
安
全
確
保
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
を
運
行
し
ま
す
。「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」で
具
体
的
方
策
を
検
討

し
ま
す
。

②
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
の
安
心・安
全
な

通
学
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、「
紫
波
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」に
お
い
て
、早
期
に
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
２
）学
校
運
営
に
つ
い
て

①
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
、学
校
再
編
ま
で
対
象
校
合

同
の
学
校
行
事
や
授
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る

な
ど
、児
童
生
徒
の
交
流
に
配
慮
し
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
や
学

校
の
実
情
を
踏
ま
え
、新
設
校
に
特
別
支
援
学
級

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
活

用
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

③
教
職
員
の
配
置

　
開
校
後
、円
滑
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
、在
籍
し
て
い
る
教
職
員
を
新
設
校
に一定

数
配
置
す
る
な
ど
配
慮
し
ま
す
。

３ 

学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入

    （
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
は
学
校
運
営
協
議

会
制
度
を
導
入
し
た
学
校
で
す
。子
ど
も
た
ち
の

未
来
創
造
に
向
け
て
、学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携・協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、学
校
と
地
域
住
民
が「
地
域

で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
の
か
」「
何

を
実
現
し
て
い
く
の
か
」と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
、学
校
再
編
を
機
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
再
編
の
推
進
計
画

１ 

学
校
再
編
の
対
象
校
と
年
次
計
画

（
１
）学
校
再
編
の
対
象
校

　
現
在
の
11
小
学
校
の
う
ち
紫
波
第
二
中
学

校
区
並
び
に
紫
波
第
三
中
学
校
区
の
小
学
校

を
学
校
再
編
に
よ
り
各
１
校
と
す
る
と
と
も

に
、小
学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
う
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、紫
波
第
一
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、小

中
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

①
中
央
地
区（
紫
波
第
一
中
学
校
区
）

　
紫
波
第
一
中
学
校
区
で
は
、図
の
と
お
り
、小

中
一
貫
校
に
準
じ
た
小
中
連
携
に
よ
る
教
育
活

動
を
実
施
。積
極
的
な
児
童
生
徒
交
流
や
教
職
員

の
指
導
連
携・交
流
を
図
る
と
と
も
に
、連
携
協
力

を
推
進
す
る
町
費
負
担
に
よ
る「
小
中
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

仮
称)

」の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

②
西
部
地
区（
紫
波
第
三
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、学
校
再
編
後
の
児
童
に
つ
い

て
受
入
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
点
や
中
学
校

と
隣
接
す
る
と
い
う
立
地
的
な
利
点
を
生
か
し
た

小
中
連
携
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、上

平
沢
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
三
中
学
校
と
の
施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校

（
併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
３（
２
０
２

１
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

③
東
部
地
区（
紫
波
第
二
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、施
設
一
体
型
の
校
舎
を
新
た

に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、小
中
連
携
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、紫
波
第
二
中
学
校
を
学

校
再
編
後
の
学
校
位
置
と
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
二
中
学
校
と
の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

(

併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
４（
２
０
２

２
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

新しい時代を自分で切り拓く
人間になるために

～子どもたちへ心からの願いを込めて「紫波町立学校再編基本計画」策定～

新しい時代を自分で切り拓く
人間になるために

～子どもたちへ心からの願いを込めて「紫波町立学校再編基本計画」策定～

■
計
画
策
定
の
目
的

（
１
）新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
資

質・能
力
の
育
成
を
目
指
す
た
め
の
教
育
環
境

を
構
築
す
る

（
２
）少
子
化
に
伴
う
学
校
の
小
規
模
化
を
踏
ま

え
、主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
を
よ
り
一
層

実
現
し
や
す
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る

■
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

●
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
未
来
社
会

（
１
）正
解
の
な
い
予
測
困
難
で
先
を
見
通
す
こ
と

が
難
し
い
時
代
の
到
来

（
２
）「
多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る
社
会
」「
成

熟
し
た
社
会
」の
到
来

（
３
）就
労
構
造
が
劇
的
に
変
化
す
る
社
会
の
到
来

（
４
）社
会
が
変
わ
る・学
び
が
変
わ
る

○
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０（※

）の
到
来
　

○
他
者
と
協
働
し
つ
つ
自
ら
考
え
抜
く
自
立
し
た

学
び
が
重
要
と
な
る
　

○
基
礎
的
読
解
力
、数
学
的
思
考
な
ど
基
礎
的
学

力
と
情
報
活
用
能
力
が
必
要
と
な
る

※
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０
」：（
人
類
の
生
産
手
段・社
会

構
造
の
発
展
）１・０
狩
猟
社
会
、２・０
農
耕
社
会
、

３・０
工
業
社
会
、４・０
情
報
社
会
。そ
し
て
、５・０

＝
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

・ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
先
端

技
術
と
人
間
の
社
会

■
計
画
期
間
　
令
和
元
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

〜
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）

■
学
校
再
編
の
基
本
方
針

　
子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
学
び
合
い
、成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定

以
上
の
集
団
規
模
と
教
育
の
質
の
向
上
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、

学
校
再
編
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
３
点
に
よ
り

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１ 

望
ま
し
い
学
級
規
模

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
１
学
級
あ
た
り
20
人

以
上
が
望
ま
し
い

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
各
学
年
２
学
級
以
上

が
望
ま
し
い

２ 

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
６・３
制
の「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」を
採
用

す
る
こ
と
で
、入
学
式
、卒
業
式
と
い
っ
た
区
切
り

と
な
る
行
事
や
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

を
保
証
し
つ
つ
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
、小
中

学
校
教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
授
業
に
よ
る
学
習
指

導
の
充
実
、異
学
年
交
流
に
よ
る
小
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
性
と
中
学
生
の
自
尊
感
情
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」は
、図
の
と
お
り
、

施
設
一
体
型
と
施
設
隣
接
型
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、紫
波
第
二
中
学
校
区
は
施
設
一
体
型
、紫
波

第
三
中
学
校
区
は
施
設
隣
接
型
で
運
営
し
ま
す
。

紫
波
町
立
学
校
再
編
基
本
計
画
の
概
要

　町は、町学校教育審議会の答申の内容を尊重しつつ、子どもたちにとってより良い教育環境
の確保と新しい時代に求められる「生きる力」を育むことを目的に、平成31年３月に「紫波町立
学校再編基本計画」を策定しました。計画の概要をお知らせします。

　町は、町学校教育審議会の答申の内容を尊重しつつ、子どもたちにとってより良い教育環境
の確保と新しい時代に求められる「生きる力」を育むことを目的に、平成31年３月に「紫波町立
学校再編基本計画」を策定しました。計画の概要をお知らせします。

小中一貫型小・中学校(併設型小・中学校)のイメージ図 

 

 

 

 

【施設一体型】

 

 

中学校

【施設隣接型】

小学校

小学校・中学校

校長 校長

校長

紫波第一中学校区における小中連携と目標年度

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。

目標年度
令和4年度
[2022年度] 日詰小学校

(354人・12学級)

紫波
第一中学校
(647人・19学級)

赤石小学校
(363人・12学級)

古館小学校
(543人・17学級)

小中連携

紫波第三中学校区における再編対象校と目標年度

平成30年度
［2018年度］

令和3年度
［2021年度］

目標年度
令和3年度［2021年度］

施設隣接型小中一貫校

紫波第三中学校
89人（3学級）

水分小学校
73人
（6学級）

上平沢小学校
62人
（5学級）

片寄小学校
60人
（5学級）

水分小学校
75人
（6学級）

上平沢小学校
76人
（6学級）

片寄小学校
82人
（6学級）

西部地区
新設小学校
233人
（10学級）

紫波第二中学校区における再編対象校と目標年度

平成30年度
［2018年度］

令和4年度
［2022年度］

目標年度
令和4年度［2022年度］

施設一体型小中一貫校

紫波第二中学校
95人（3学級）

彦部小学校
34人（4学級）

星山小学校
34人（4学級）

佐比内小学校
33人（4学級）

赤沢小学校
34人（4学級）

長岡小学校
51人（5学級）

彦部小学校
28人（3学級）

星山小学校
28人（4学級）

佐比内小学校
28人（3学級）

赤沢小学校
38人（4学級）

長岡小学校
33人（4学級）

東部地区
新設小学校
155人
（6学級）

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。
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（
２
）学
校
再
編
の
年
次
計
画

　
学
校
再
編
に
お
け
る
小
中
連
携
お
よ
び
小
中
一

貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、図
の
年
次
計
画
に

沿
っ
て
進
め
ま
す
。な
お
、計
画
年
度
内
に
検
証
体

制
を
構
築
し
、計
画
終
了
後
も
検
証
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

２ 

開
校
準
備
委
員
会（
仮
称
）な
ど
の
設
置

　
西
部
地
区・東
部
地
区
に
お
け
る
小
中
一
貫
校

の
開
校
準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、保
護
者
、地

域
の
代
表
者
、学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」を
設
置
し
、そ
の
下
部
組

織
と
し
て
専
門
部
会
を
設
け
、行
政
と
の
連
携
の

中
で
諸
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。　

　
ま
た
、開
校
後
は「
開
校
検
証
委
員
会(

仮
称)

」

を
設
置
し
、小
中
一
貫
校
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

３ 

学
校
再
編
に
向
け
て
配
慮
す
べ
き
事
項

（
１
）通
学
支
援
に
つ
い
て

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
い
、遠
距
離
通
学
と
な
る
こ
と

か
ら
、児
童
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
安
全
確
保
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
を
運
行
し
ま
す
。「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」で
具
体
的
方
策
を
検
討

し
ま
す
。

②
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
の
安
心・安
全
な

通
学
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、「
紫
波
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」に
お
い
て
、早
期
に
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
２
）学
校
運
営
に
つ
い
て

①
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
、学
校
再
編
ま
で
対
象
校
合

同
の
学
校
行
事
や
授
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る

な
ど
、児
童
生
徒
の
交
流
に
配
慮
し
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
や
学

校
の
実
情
を
踏
ま
え
、新
設
校
に
特
別
支
援
学
級

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
活

用
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

③
教
職
員
の
配
置

　
開
校
後
、円
滑
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
、在
籍
し
て
い
る
教
職
員
を
新
設
校
に一定

数
配
置
す
る
な
ど
配
慮
し
ま
す
。

３ 

学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入

    （
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
は
学
校
運
営
協
議

会
制
度
を
導
入
し
た
学
校
で
す
。子
ど
も
た
ち
の

未
来
創
造
に
向
け
て
、学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携・協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、学
校
と
地
域
住
民
が「
地
域

で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
の
か
」「
何

を
実
現
し
て
い
く
の
か
」と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
、学
校
再
編
を
機
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
再
編
の
推
進
計
画

１ 

学
校
再
編
の
対
象
校
と
年
次
計
画

（
１
）学
校
再
編
の
対
象
校

　
現
在
の
11
小
学
校
の
う
ち
紫
波
第
二
中
学

校
区
並
び
に
紫
波
第
三
中
学
校
区
の
小
学
校

を
学
校
再
編
に
よ
り
各
１
校
と
す
る
と
と
も

に
、小
学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
う
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、紫
波
第
一
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、小

中
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

①
中
央
地
区（
紫
波
第
一
中
学
校
区
）

　
紫
波
第
一
中
学
校
区
で
は
、図
の
と
お
り
、小

中
一
貫
校
に
準
じ
た
小
中
連
携
に
よ
る
教
育
活

動
を
実
施
。積
極
的
な
児
童
生
徒
交
流
や
教
職
員

の
指
導
連
携・交
流
を
図
る
と
と
も
に
、連
携
協
力

を
推
進
す
る
町
費
負
担
に
よ
る「
小
中
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

仮
称)

」の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

②
西
部
地
区（
紫
波
第
三
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、学
校
再
編
後
の
児
童
に
つ
い

て
受
入
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
点
や
中
学
校

と
隣
接
す
る
と
い
う
立
地
的
な
利
点
を
生
か
し
た

小
中
連
携
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、上

平
沢
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
三
中
学
校
と
の
施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校

（
併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
３（
２
０
２

１
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

③
東
部
地
区（
紫
波
第
二
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、施
設
一
体
型
の
校
舎
を
新
た

に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、小
中
連
携
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、紫
波
第
二
中
学
校
を
学

校
再
編
後
の
学
校
位
置
と
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
二
中
学
校
と
の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

(

併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
４（
２
０
２

２
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

新しい時代を自分で切り拓く
人間になるために

～子どもたちへ心からの願いを込めて「紫波町立学校再編基本計画」策定～

新しい時代を自分で切り拓く
人間になるために

～子どもたちへ心からの願いを込めて「紫波町立学校再編基本計画」策定～

■
計
画
策
定
の
目
的

（
１
）新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
資

質・能
力
の
育
成
を
目
指
す
た
め
の
教
育
環
境

を
構
築
す
る

（
２
）少
子
化
に
伴
う
学
校
の
小
規
模
化
を
踏
ま

え
、主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
を
よ
り
一
層

実
現
し
や
す
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る

■
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

●
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
未
来
社
会

（
１
）正
解
の
な
い
予
測
困
難
で
先
を
見
通
す
こ
と

が
難
し
い
時
代
の
到
来

（
２
）「
多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る
社
会
」「
成

熟
し
た
社
会
」の
到
来

（
３
）就
労
構
造
が
劇
的
に
変
化
す
る
社
会
の
到
来

（
４
）社
会
が
変
わ
る・学
び
が
変
わ
る

○
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０（※

）の
到
来
　

○
他
者
と
協
働
し
つ
つ
自
ら
考
え
抜
く
自
立
し
た

学
び
が
重
要
と
な
る
　

○
基
礎
的
読
解
力
、数
学
的
思
考
な
ど
基
礎
的
学

力
と
情
報
活
用
能
力
が
必
要
と
な
る

※

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０
」：（
人
類
の
生
産
手
段・社
会

構
造
の
発
展
）１・０
狩
猟
社
会
、２・０
農
耕
社
会
、

３・０
工
業
社
会
、４・０
情
報
社
会
。そ
し
て
、５・０

＝
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

・ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
先
端

技
術
と
人
間
の
社
会

■
計
画
期
間
　
令
和
元
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

〜
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）

■
学
校
再
編
の
基
本
方
針

　
子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
学
び
合
い
、成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定

以
上
の
集
団
規
模
と
教
育
の
質
の
向
上
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、

学
校
再
編
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
３
点
に
よ
り

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１ 

望
ま
し
い
学
級
規
模

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
１
学
級
あ
た
り
20
人

以
上
が
望
ま
し
い

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
各
学
年
２
学
級
以
上

が
望
ま
し
い

２ 

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
６・３
制
の「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」を
採
用

す
る
こ
と
で
、入
学
式
、卒
業
式
と
い
っ
た
区
切
り

と
な
る
行
事
や
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

を
保
証
し
つ
つ
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
、小
中

学
校
教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
授
業
に
よ
る
学
習
指

導
の
充
実
、異
学
年
交
流
に
よ
る
小
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
性
と
中
学
生
の
自
尊
感
情
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」は
、図
の
と
お
り
、

施
設
一
体
型
と
施
設
隣
接
型
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、紫
波
第
二
中
学
校
区
は
施
設
一
体
型
、紫
波

第
三
中
学
校
区
は
施
設
隣
接
型
で
運
営
し
ま
す
。

紫
波
町
立
学
校
再
編
基
本
計
画
の
概
要

　町は、町学校教育審議会の答申の内容を尊重しつつ、子どもたちにとってより良い教育環境
の確保と新しい時代に求められる「生きる力」を育むことを目的に、平成31年３月に「紫波町立
学校再編基本計画」を策定しました。計画の概要をお知らせします。

　町は、町学校教育審議会の答申の内容を尊重しつつ、子どもたちにとってより良い教育環境
の確保と新しい時代に求められる「生きる力」を育むことを目的に、平成31年３月に「紫波町立
学校再編基本計画」を策定しました。計画の概要をお知らせします。

小中一貫型小・中学校(併設型小・中学校)のイメージ図 

 

 

 

 

【施設一体型】

 

 

中学校

【施設隣接型】

小学校

小学校・中学校

校長 校長

校長

紫波第一中学校区における小中連携と目標年度

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。

目標年度
令和4年度
[2022年度] 日詰小学校

(354人・12学級)

紫波
第一中学校
(647人・19学級)

赤石小学校
(363人・12学級)

古館小学校
(543人・17学級)

小中連携

紫波第三中学校区における再編対象校と目標年度

平成30年度
［2018年度］

令和3年度
［2021年度］

目標年度
令和3年度［2021年度］

施設隣接型小中一貫校

紫波第三中学校
89人（3学級）

水分小学校
73人
（6学級）

上平沢小学校
62人
（5学級）

片寄小学校
60人
（5学級）

水分小学校
75人
（6学級）

上平沢小学校
76人
（6学級）

片寄小学校
82人
（6学級）

西部地区
新設小学校
233人
（10学級）

紫波第二中学校区における再編対象校と目標年度

平成30年度
［2018年度］

令和4年度
［2022年度］

目標年度
令和4年度［2022年度］

施設一体型小中一貫校

紫波第二中学校
95人（3学級）

彦部小学校
34人（4学級）

星山小学校
34人（4学級）

佐比内小学校
33人（4学級）

赤沢小学校
34人（4学級）

長岡小学校
51人（5学級）

彦部小学校
28人（3学級）

星山小学校
28人（4学級）

佐比内小学校
28人（3学級）

赤沢小学校
38人（4学級）

長岡小学校
33人（4学級）

東部地区
新設小学校
155人
（6学級）

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。

※平成30年５月１日現在における推計値。学級数は、実学級数（特別支援学級を除く）とする。
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今
後
、学
校
再
編
後
の
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
新
し
い
関
係
、学
校
跡
地
の
利
活

用
、小
学
校
に
引
き
継
が
れ
る
就
学
前
教
育・

保
育
の
環
境
整
備
、こ
ど
も
の
家・放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
、生
涯
学
習
の
在
り
方

（
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
）、こ
れ
ら
の
検
討
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、町
は
、ま
ち
づ
く
り
の
観
点
や

地
域
と
の
協
議
で
示
さ
れ
た
意
見・提
言
な
ど

を
考
慮
し
、総
合
的・具
体
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
紫
波
町
立
学
校
再
編
基
本

計
画
の
内
容
は
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
２
）学
校
再
編
の
年
次
計
画

　
学
校
再
編
に
お
け
る
小
中
連
携
お
よ
び
小
中
一

貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、図
の
年
次
計
画
に

沿
っ
て
進
め
ま
す
。な
お
、計
画
年
度
内
に
検
証
体

制
を
構
築
し
、計
画
終
了
後
も
検
証
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

２ 

開
校
準
備
委
員
会（
仮
称
）な
ど
の
設
置

　
西
部
地
区・東
部
地
区
に
お
け
る
小
中
一
貫
校

の
開
校
準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、保
護
者
、地

域
の
代
表
者
、学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」を
設
置
し
、そ
の
下
部
組

織
と
し
て
専
門
部
会
を
設
け
、行
政
と
の
連
携
の

中
で
諸
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。　

　
ま
た
、開
校
後
は「
開
校
検
証
委
員
会(

仮
称)

」

を
設
置
し
、小
中
一
貫
校
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

３ 

学
校
再
編
に
向
け
て
配
慮
す
べ
き
事
項

（
１
）通
学
支
援
に
つ
い
て

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
い
、遠
距
離
通
学
と
な
る
こ
と

か
ら
、児
童
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
安
全
確
保
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
を
運
行
し
ま
す
。「
開

校
準
備
委
員
会(

仮
称)

」で
具
体
的
方
策
を
検
討

し
ま
す
。

②
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
の
安
心・安
全
な

通
学
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、「
紫
波
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」に
お
い
て
、早
期
に
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
２
）学
校
運
営
に
つ
い
て

①
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア

　
学
校
再
編
に
伴
う
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
、学
校
再
編
ま
で
対
象
校
合

同
の
学
校
行
事
や
授
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る

な
ど
、児
童
生
徒
の
交
流
に
配
慮
し
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
や
学

校
の
実
情
を
踏
ま
え
、新
設
校
に
特
別
支
援
学
級

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
活

用
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

③
教
職
員
の
配
置

　
開
校
後
、円
滑
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
、在
籍
し
て
い
る
教
職
員
を
新
設
校
に一定

数
配
置
す
る
な
ど
配
慮
し
ま
す
。

３ 

学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入

    （
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
は
学
校
運
営
協
議

会
制
度
を
導
入
し
た
学
校
で
す
。子
ど
も
た
ち
の

未
来
創
造
に
向
け
て
、学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携・協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、学
校
と
地
域
住
民
が「
地
域

で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
の
か
」「
何

を
実
現
し
て
い
く
の
か
」と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
、学
校
再
編
を
機
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
再
編
の
推
進
計
画

１ 

学
校
再
編
の
対
象
校
と
年
次
計
画

（
１
）学
校
再
編
の
対
象
校

　
現
在
の
11
小
学
校
の
う
ち
紫
波
第
二
中
学

校
区
並
び
に
紫
波
第
三
中
学
校
区
の
小
学
校

を
学
校
再
編
に
よ
り
各
１
校
と
す
る
と
と
も

に
、小
学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
う
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、紫
波
第
一
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、小

中
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

①
中
央
地
区（
紫
波
第
一
中
学
校
区
）

　
紫
波
第
一
中
学
校
区
で
は
、図
の
と
お
り
、小

中
一
貫
校
に
準
じ
た
小
中
連
携
に
よ
る
教
育
活

動
を
実
施
。積
極
的
な
児
童
生
徒
交
流
や
教
職
員

の
指
導
連
携・交
流
を
図
る
と
と
も
に
、連
携
協
力

を
推
進
す
る
町
費
負
担
に
よ
る「
小
中
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

仮
称)

」の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

②
西
部
地
区（
紫
波
第
三
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、学
校
再
編
後
の
児
童
に
つ
い

て
受
入
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
点
や
中
学
校

と
隣
接
す
る
と
い
う
立
地
的
な
利
点
を
生
か
し
た

小
中
連
携
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、上

平
沢
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
三
中
学
校
と
の
施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校

（
併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
３（
２
０
２

１
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

③
東
部
地
区（
紫
波
第
二
中
学
校
区
）

　
新
設
小
学
校
は
、施
設
一
体
型
の
校
舎
を
新
た

に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、小
中
連
携
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、紫
波
第
二
中
学
校
を
学

校
再
編
後
の
学
校
位
置
と
し
、図
の
と
お
り
、紫

波
第
二
中
学
校
と
の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

(

併
設
型
小・中
学
校)

と
し
て
、令
和
４（
２
０
２

２
）年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

■
計
画
策
定
の
目
的

（
１
）新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
資

質・能
力
の
育
成
を
目
指
す
た
め
の
教
育
環
境

を
構
築
す
る

（
２
）少
子
化
に
伴
う
学
校
の
小
規
模
化
を
踏
ま

え
、主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
を
よ
り
一
層

実
現
し
や
す
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る

■
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

●
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
未
来
社
会

（
１
）正
解
の
な
い
予
測
困
難
で
先
を
見
通
す
こ
と

が
難
し
い
時
代
の
到
来

（
２
）「
多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る
社
会
」「
成

熟
し
た
社
会
」の
到
来

（
３
）就
労
構
造
が
劇
的
に
変
化
す
る
社
会
の
到
来

（
４
）社
会
が
変
わ
る・学
び
が
変
わ
る

○
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０（※

）の
到
来
　

○
他
者
と
協
働
し
つ
つ
自
ら
考
え
抜
く
自
立
し
た

学
び
が
重
要
と
な
る
　

○
基
礎
的
読
解
力
、数
学
的
思
考
な
ど
基
礎
的
学

力
と
情
報
活
用
能
力
が
必
要
と
な
る

※

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０
」：（
人
類
の
生
産
手
段・社
会

構
造
の
発
展
）１・０
狩
猟
社
会
、２・０
農
耕
社
会
、

３・０
工
業
社
会
、４・０
情
報
社
会
。そ
し
て
、５・０

＝
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

・ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
先
端

技
術
と
人
間
の
社
会

■
計
画
期
間
　
令
和
元
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

〜
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）

■
学
校
再
編
の
基
本
方
針

　
子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
学
び
合
い
、成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定

以
上
の
集
団
規
模
と
教
育
の
質
の
向
上
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、

学
校
再
編
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
３
点
に
よ
り

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１ 

望
ま
し
い
学
級
規
模

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
１
学
級
あ
た
り
20
人

以
上
が
望
ま
し
い

〇
小
学
校・中
学
校
と
も
に
各
学
年
２
学
級
以
上

が
望
ま
し
い

２ 

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
６・３
制
の「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」を
採
用

す
る
こ
と
で
、入
学
式
、卒
業
式
と
い
っ
た
区
切
り

と
な
る
行
事
や
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

を
保
証
し
つ
つ
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
、小
中

学
校
教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
授
業
に
よ
る
学
習
指

導
の
充
実
、異
学
年
交
流
に
よ
る
小
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
性
と
中
学
生
の
自
尊
感
情
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　「
小
中
一
貫
型
小・中
学
校
」は
、図
の
と
お
り
、

施
設
一
体
型
と
施
設
隣
接
型
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、紫
波
第
二
中
学
校
区
は
施
設
一
体
型
、紫
波

第
三
中
学
校
区
は
施
設
隣
接
型
で
運
営
し
ま
す
。

検証

検証

町・町教育委員会

開 校 検 証 委 員 会 ( 仮 称 )

開 校 準 備 委 員 会 ( 仮 称 )

学校再編の年次計画

内  容 令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

中央地区小中連携

西部地区小中一貫校
(施設隣接型)

東部地区小中一貫校
(施設一体型)

準備 検証

準備

準備

開校

開校

開校準備委員会 (仮称)などの組織体制

組織体制 ◇西部地区開校準備委員会(仮称)
　(令和元年度[2019年度]～令和2年度[2020年度])
◇東部地区開校準備委員会(仮称)
　(令和元年度[2019年度]～令和3年度[2021年度])

総務
部会

通学
部会

家庭地域
連携部会

学校運営
部会

教育課程
部会

施設設備
部会
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